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(57)【要約】
【課題】背面を映す背面鏡を、適切な位置に簡単に設定
でき、見栄えよく収納できる鏡台を提供することである
。
【解決手段】正面鏡１の両側に、正面鏡１側を回動中心
として垂直軸の回りに回動する袖板部材としての袖鏡２
を設け、袖鏡２の正面鏡１と反対側に、袖鏡２側を回動
中心として垂直軸の回りに回動して、袖鏡２の表面側へ
重ねるように折り畳まれ、拡げられるように回動された
ときに、正面鏡１側に向けられる表面３ａを鏡面とする
背面鏡３を設けることにより、袖鏡２と背面鏡３を正面
鏡１とで横断面が略コ字状を形成するように回動させて
、背面を映す背面鏡３を適切な位置に簡単に設定できる
ようにするとともに、背面鏡３を袖鏡２に重ねるように
折り畳んで見栄えよく収納できるようにした。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正面鏡の少なくとも片側に、正面鏡側を回動中心として垂直軸の回りに回動し、両側辺
が平行な平板状の袖板部材を設け、この袖板部材の前記正面鏡と反対側に、袖板部材側を
回動中心として垂直軸の回りに回動して、前記袖板部材の表面側または裏面側へ重ねるよ
うに折り畳まれ、拡げられるように回動されたときに、前記正面鏡側に向けられる表面を
鏡面とする背面鏡を設けた鏡台。
【請求項２】
　前記背面鏡を前記折り畳まれる袖板部材の表面側または裏面側に沿って水平方向へスラ
イドさせる手段を設け、前記背面鏡を前記袖板部材の前記正面鏡と反対側へ引き出して回
動させるようにした請求項１に記載の鏡台。
【請求項３】
　前記背面鏡を、前記袖板部材の表面側または裏面側へ重ねるように、水平方向に折り畳
まれる１枚または複数枚の折り畳み部材を介して、前記袖板部材に取り付けた請求項１に
記載の鏡台。
【請求項４】
　前記背面鏡を前記袖板部材よりも小さい面積のものとし、前記袖板部材の上部に重ねる
ように折り畳むようにした請求項１乃至３のいずれかに記載の鏡台。
【請求項５】
　前記袖板部材を、回動されたときに前記正面鏡側に向けられる表面を鏡面とする袖鏡と
した請求項１乃至４のいずれかに記載の鏡台。
【請求項６】
　前記背面鏡を、前記袖鏡に取り付け可能な取り付け部品とした請求項５に記載の鏡台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、背面を見えるようにした鏡台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　独立した鏡台や、洗面台、家具等に組み込まれた鏡台には、正面を見るための正面鏡の
みを有するものと、側面も見えるように、正面鏡の片側または両側に、垂直な回動軸の回
りに回動可能な袖鏡を設けたものがある。これらの鏡台の前で背面を見るときは、片手に
背面を映すように手鏡を持って、手鏡に映る背面を正面鏡で見るようにしていた。このた
め、片手に手鏡を持つために、背面側の髪や服装等の手入れを自由な姿勢で行うことがで
きず、手鏡を持つ手も疲れやすい問題があった。
【０００３】
　このような問題に対して、背面側に独立に設置されるようにした背面鏡台（例えば、特
許文献１参照）や、鏡台に屈曲節を有する回動自在な自在アームを介して補助鏡を取り付
け、この補助鏡を背面側へ移動可能としたもの（例えば、特許文献２、３参照）が提案さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開昭５９－７６４６号公報
【特許文献２】実公昭４２－１２６１９号公報
【特許文献３】実開昭４９－１２３０９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載された独立した背面鏡台は、使用時に鏡台の前へ持ち運ぶ必要がある
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とともに、不使用時の収納場所を必要とする問題がある。
【０００６】
　特許文献２、３に記載された自在アームを介して補助鏡を取り付けた鏡台は、このよう
な問題はないが、不使用時に自在アームを折り畳んでも、平面的な鏡台に見栄えよく補助
鏡を収納することができない問題がある。また、自在アームを屈曲させたり、回動させた
りして、補助鏡を３次元的に移動させるので、背面を映す補助鏡を適切な位置に設定する
のが難しい問題もある。
【０００７】
　そこで、本発明の課題は、背面を映す背面鏡を、適切な位置に簡単に設定でき、見栄え
よく収納できる鏡台を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明の鏡台は、正面鏡の少なくとも片側に、正面鏡側
を回動中心として垂直軸の回りに回動し、両側辺が平行な平板状の袖板部材を設け、この
袖板部材の前記正面鏡と反対側に、袖板部材側を回動中心として垂直軸の回りに回動して
、前記袖板部材の表面側または裏面側へ重ねるように折り畳まれ、拡げられるように回動
されたときに、前記正面鏡側に向けられる表面を鏡面とする背面鏡を設けた構成を採用し
た。
【０００９】
　すなわち、正面鏡の少なくとも片側に、正面鏡側を回動中心として垂直軸の回りに回動
し、両側辺が平行な平板状の袖板部材を設け、この袖板部材の正面鏡と反対側に、袖板部
材側を回動中心として垂直軸の回りに回動して、袖板部材の表面側または裏面側へ重ねる
ように折り畳まれ、拡げられるように回動されたときに、正面鏡側に向けられる表面を鏡
面とする背面鏡を設けることにより、袖板部材と背面鏡を正面鏡とで横断面が略コ字状を
形成するように回動させて、背面を映す背面鏡を適切な位置に簡単に設定できるようにす
るとともに、背面鏡を袖板部材に重ねるように折り畳んで見栄えよく収納できるようにし
た。
【００１０】
　前記背面鏡を前記折り畳まれる袖板部材の表面側または裏面側に沿って水平方向へスラ
イドさせる手段を設け、前記背面鏡を前記袖板部材の前記正面鏡と反対側へ引き出して回
動させるようにすることにより、正面鏡の前に十分なスペースを開けて、背面を映す背面
鏡の位置を設定することができる。
【００１１】
　前記背面鏡を、前記袖板部材の表面側または裏面側へ重ねるように、水平方向に折り畳
まれる１枚または複数枚の折り畳み部材を介して、前記袖板部材に取り付けることによっ
ても、折り畳まれる折り畳み部材を水平方向に展開させ、正面鏡の前に十分なスペースを
開けて、背面を映す背面鏡の位置を設定することができる。
【００１２】
　前記背面鏡を前記袖板部材よりも小さい面積のものとし、前記袖板部材の上部に重ねる
ように折り畳むようにすることにより、背面鏡をコンパクトに形成して、背面を見ること
が多い頭部等の身体の上部を映すものとすることができる。
【００１３】
　前記袖板部材は、回動されたときに前記正面鏡側に向けられる表面を鏡面とする袖鏡と
することができる。
【００１４】
　前記背面鏡を、前記袖鏡に取り付け可能な取り付け部品とすることにより、袖鏡を有す
る既存の鏡台を利用して、上述した背面鏡を設けた鏡台とすることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の鏡台は、正面鏡の少なくとも片側に、正面鏡側を回動中心として垂直軸の回り
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に回動し、両側辺が平行な平板状の袖板部材を設け、この袖板部材の正面鏡と反対側に、
袖板部材側を回動中心として垂直軸の回りに回動して、袖板部材の表面側または裏面側へ
重ねるように折り畳まれ、拡げられるように回動されたときに、正面鏡側に向けられる表
面を鏡面とする背面鏡を設けたので、背面を映す背面鏡を適切な位置に簡単に設定できる
とともに、背面鏡を見栄えよく収納することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１の実施形態の鏡台を示す外観斜視図
【図２】ａは図１の背面鏡を袖鏡の表面側に折り畳んだ状態を示す横断面図、ｂはａの背
面鏡を拡げた状態を示す横断面図
【図３】第２の実施形態の鏡台を示す外観斜視図
【図４】ａは図３の袖鏡の裏面側に折り畳んだ背面鏡を示す正面図、ｂはａの背面鏡を袖
鏡の裏面側から引き出した状態を示す正面図
【図５】ａは図３の背面鏡を袖鏡の裏面側に折り畳んだ状態を示す横断面図、ｂはａの背
面鏡を拡げた状態を示す横断面図
【図６】ａは第３の実施形態の鏡台の背面鏡を袖鏡の裏面側に折り畳んだ状態を示す横断
面図、ｂはａの背面鏡を拡げた状態を示す横断面図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面に基づき、本発明の実施形態を説明する。図１および図２は、第１の実施形
態を示す。この鏡台は、図１に示すように、正面鏡１の両側に、正面鏡１側を回動中心と
して垂直軸の回りに回動し、両側辺が平行な平板状の袖板部材としての袖鏡２を設けた既
存の３面鏡を利用したものであり、両方の袖鏡２の正面鏡１と反対側に、袖鏡２側を回動
中心として垂直軸の回りに回動する背面鏡３が取り付け部品として取り付けられている。
【００１８】
　前記背面鏡３は、図２（ａ）に示すように、袖鏡２の正面鏡１と反対側の端面に蝶番４
で取り付けられ、袖鏡２の表面側へ重ねるように折り畳まれるようになっており、表面３
ａと裏面３ｂの両方が鏡面とされている。したがって、袖鏡２の表面側へ重ねられたとき
には、背面鏡３の裏面３ｂが３面鏡の袖鏡の役割をするようになっている。
【００１９】
　図２（ｂ）は、前記袖鏡２と背面鏡３を正面鏡１とで横断面が略コ字状を形成するよう
に回動させた状態を示す。この状態で、正面鏡１側に向けられる背面鏡３の表面３ａに、
鏡台の前の人Ａの背面が映される。
【００２０】
　上述した第１の実施形態では、３面鏡の両側の袖鏡２に背面鏡３を取り付けたが、いず
れか一方の袖鏡２のみに背面鏡３を取り付けることもでき、３面鏡を片側のみに袖鏡２を
有する２面鏡とすることもできる。
【００２１】
　図３乃至図５は、第２の実施形態を示す。この鏡台は、図３に示すように、正面鏡１の
片側に、正面鏡１側を回動中心として垂直軸の回りに回動する袖板部材としての袖鏡２を
設け、この袖鏡２の正面鏡１と反対側に、袖鏡２側を回動中心として垂直軸の回りに回動
する背面鏡３を設けたものである。
【００２２】
　前記背面鏡３は、図４（ａ）および図５（ａ）に示すように、袖鏡２よりも小さい面積
のものとされ、袖鏡２の裏面側に沿って水平方向へスライドさせる上下一対のスライドバ
ー５の先端に取り付けられた垂直な軸部材６に、軸部材６に回動可能に外嵌されたヒンジ
７で取り付けられている。したがって、スライドバー５を袖鏡２の裏面側へ押し込んで、
背面鏡３を回動させることにより、背面鏡３を袖鏡２の裏面側の上部へ重ねるように折り
畳むことができる。この背面鏡３は、表面３ａのみが鏡面とされており、各スライドバー
５は、袖鏡２の裏面に設けられたガイド溝８に案内されてスライドするようになっている
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。また、軸部材６には、スライドバー５を引き出すための把手９が取り付けられている。
【００２３】
　図４（ｂ）は、前記スライドバー５をスライドさせて、背面鏡３を袖鏡２の裏面側から
引き出した状態を示す。ガイド溝８の正面鏡１と反対側の部分には、スライドバー５を抱
え込むように内向きに張り出す庇部８ａが設けられ、スライドバー５の基端にはガイド溝
８から突出する突出部５ａが設けられており、この突出部５ａが庇部８ａの端に係止され
て、スライドバー５は２／３程度の長さが引き出し可能とされている。
【００２４】
　図５（ｂ）は、前記袖鏡２の裏面側から引き出した背面鏡３を軸部材６の回りに回動さ
せて、袖鏡２およびスライドバー５と背面鏡３を正面鏡１とで横断面が略コ字状を形成す
るようにした状態を示す。背面鏡３は、表面３ａが軸部材６の把手９に当接されて、回動
位置を位置決めされている。この状態で、正面鏡１側に向けられる背面鏡３の表面３ａに
、鏡台の前の人Ａの上部の背面が映される。この実施形態では、背面鏡３がスライドバー
５によって人Ａの後方に引き出されるので、正面鏡１との間に人Ａが介在する十分なスペ
ースが開けられる。
【００２５】
　図６（ａ）、（ｂ）は、第３の実施形態を示す。この鏡台は、第１の実施形態のものと
同様に、正面鏡１の両側に袖鏡２を設けた既存の３面鏡を利用したものである。各袖鏡２
の正面鏡１と反対側には、垂直軸の回りに回動して袖鏡２の裏面側へ水平方向に折り畳ん
で重ねられる折り畳み部材１０が蝶番４ａで取り付けられ、これらの折り畳み部材１０の
展開先端側に、垂直軸の回りに回動して袖鏡２の裏面側へ折り畳まれる背面鏡３が蝶番４
ｂで取り付けられており、折り畳み部材１０と背面鏡３が取り付け部品とされている。
【００２６】
　この実施形態では、図６（ｂ）に示すように、折り畳み部材１０と背面鏡３を袖鏡２の
裏面側から展開することにより、正面鏡１側に向けられる背面鏡３と正面鏡１との間に、
人Ａが介在する十分なスペースが開けられる。なお、各背面鏡３は、人Ａの背面に向けら
れる表面３ａのみが鏡面とされ、各折り畳み部材１０は、人Ａに向けられる内側面が鏡面
１０ａとされている。また、袖鏡２、背面鏡３および折り畳み部材１０の幅寸法は同一寸
法とされている。
【００２７】
　第３の実施形態では、袖鏡の裏面側へ折り畳まれる折り畳み部材を１枚としたが、２枚
以上の折り畳み部材をヒンジ等で水平方向に展開可能に連結し、これらの複数枚の折り畳
み部材を介して、背面鏡を袖鏡の裏面側または表面側へ折り畳むように取り付けることも
できる。また、袖鏡、背面鏡および折り畳み部材の幅寸法を同一寸法に合致させたが、こ
れらの幅寸法は互いに異なる寸法としてもよい。
【符号の説明】
【００２８】
１　正面鏡
２　袖鏡
３　背面鏡
３ａ　表面
３ｂ　裏面
４、４ａ、４ｂ　蝶番
５　スライドバー
５ａ　突出部
６　軸部材
７　ヒンジ
８　ガイド溝
８ａ　庇部
９　把手
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１０　折り畳み部材
１０ａ　鏡面

【図１】 【図２】
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